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長

大
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理
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衆
議
院
議
員
井
出
庸
生
君
提
出
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
井
出
庸
生
君
提
出
刑
法
の
性
犯
罪
規
定
の
見
直
し
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
及
び
三
に
つ
い
て

刑
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
七
十
二
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
九
条
に
お

い
て
、
「
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
三
年
を
目
途
と
し
て
、
性
犯
罪
に
お
け
る
被
害
の
実
情
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正

後
の
規
定
の
施
行
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
性
犯
罪
に
係
る
事
案
の
実
態
に
即
し
た
対
処
を
行
う
た
め
の
施
策
の
在
り
方
に
つ

い
て
検
討
を
加
え
」
る
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
法
務
省
に
お
い
て
は
、
そ
の
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
「
性
犯
罪
に
関
す
る
施

策
検
討
に
向
け
た
実
態
調
査
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
性
犯
罪

の
実
態
把
握
等
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
点
に
つ
い
て
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
四
回
の
会
合
を
開
催
し
、
犯
罪
被
害
者
支
援
を
行
う
弁
護
士
及
び
性

犯
罪
被
害
当
事
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
性
犯
罪
・
性
暴
力
被
害
者
の
た
め
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
セ
ン
タ
ー
の
見
学
等
を

実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
性
犯
罪
の
実
態
把
握
の
た
め
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
を
実
施
す
る
こ
と
を
予
定
し

一



て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
い
て
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
等
は
定
ま
っ
て
い
な
い
。

四
、
八
及
び
九
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
最
も
根
源
的
な
議
論
」
、
「
刑
法
第
百
七
十
七
条
に
保
護
法
益
を
明
記
す
る
。
「
性
的
自
由
」
や
「
性
的
自

己
決
定
権
」
を
明
記
す
る
」
、
「
「
性
的
自
由
」
、
「
性
的
自
己
決
定
権
」
に
つ
い
て
・
・
・
具
体
的
な
考
え
」
等
の
意
味

す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
そ
れ
ら
の
点
に
関
す
る
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
一

及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
検
討
に
資
す
る
よ
う
、
性
犯
罪
の
実
態
把
握
等
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

五
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
刑
法
第
百
七
十
七
条
及
び
第
百
七
十
八
条
の
罪
の
本
質
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
い

が
、
一
般
に
、
強
制
性
交
等
罪
及
び
強
制
わ
い
せ
つ
罪
の
保
護
法
益
は
、
性
的
自
由
又
は
性
的
自
己
決
定
権
と
解
さ
れ
て
い

る
。

六
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
「
保
護
法
益
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
が
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
百
七
十
七
条
の
規
定
は
、
改
正
法
に
よ
る
改
正
の
前
後
を
通
じ
、

二



犯
罪
の
成
立
要
件
等
を
定
め
る
も
の
と
し
て
、
適
切
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

七
に
つ
い
て

一
般
に
、
被
害
者
の
真
意
に
基
づ
く
承
諾
が
あ
れ
ば
、
刑
法
第
百
七
十
七
条
前
段
の
罪
が
成
立
し
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。

三


